
小
田
深
山

　

え
ひ
め
に
も
、
雪
山
が
あ
る
。

　

四
国
カ
ル
ス
ト
県
立
自
然
公
園
に
指

定
さ
れ
る
山
、
海
抜
一
五
六
〇
ｍ
か
ら

七
五
〇
ｍ
に
位
置
し
、
冬
に
は
ス
キ
ー

場
も
オ
ー
プ
ン
す
る
。

　

白
銀
の
世
界
を
求
め
て
、
毎
年
多
く

の
人
が
訪
れ
る
。
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平
成
二
十
六
年
の
年
頭
に
当
た

り
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
「
三

本
の
矢
」
の
経
済
政
策
に
よ
り
、

景
気
は
緩
や
か
な
回
復
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、「
四
本
目
の
矢
」
と

も
い
え
る
二
〇
二
〇
年
夏
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
も
決
定
し
、

デ
フ
レ
脱
却
へ
の
さ
ら
な
る
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、四
月
か
ら
十

七
年
ぶ
り
と
な
る
消
費
税
の
引
き

上
げ
が
決
定
し
、引
き
上
げ
後
の

景
気
停
滞
や
原
材
料
の
高
騰
に
よ

る
中
小
企
業
の
利
益
圧
迫
が
懸
念

さ
れ
る
な
ど
、予
断
を
許
さ
な
い
状

況
が
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

我
々
、
商
工
会
地
域
に
お
い
て

は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
景
気
回
復

は
実
感
さ
れ
ず
、
過
疎
化
、
高
齢

化
が
進
み
、
事
業
所
数
の
減
少
に

加
え
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱

体
化
な
ど
大
き
な
課
題
を
抱
え
て

お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、昨
年
十
一
月
の
商

工
会
全
国
大
会
で
は
、小
規
模
企
業

に
対
す
る
支
援
策
の
抜
本
的
拡
充

や
地
域
に
根
差
す
商
工
会
の
支
援

機
能
の
更
な
る
強
化
と
と
も
に
小

規
模
企
業
基
本
法
の
早
期
制
定
な

ど
を
決
議
し
、国
に
対
し
て
そ
の
実

現
を
強
く
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
、連
合
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、一
昨
年
の
中
小
企
業
経
営
力
強

化
支
援
法
の
施
行
に
よ
り
、商
工

会
が
経
営
支
援
機
関
と
し
て
役
割

を
果
た
し
て
い
く
た
め
の
組
織
改

革
の
方
向
付
け
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
主
な
も
の
と
し

て
、商
工
会
理
念
の
統
一
や
役
職
員

の
行
動
指
針
の
策
定
、経
営
支
援

強
化
の
方
針
、商
工
会
の
既
存
事

業
の
見
直
し
な
ど
商
工
会
自
体
を

再
構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
の
新
規
事

業
で
あ
り
ま
す
新
商
品
・
新
サ
ー

ビ
ス
開
発
の
支
援
や
販
路
開
拓
支

援
、
消
費
税
転
嫁
対
策
窓
口
相
談

等
の
事
業
を
商
工
会
と
と
も
に

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご

活
用
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

商
工
会
は
、
地
域
の
総
合
経
済

団
体
と
し
て
、
地
域
経
済
の
活
性

化
と
商
工
業
の
発
展
に
貢
献
す
る

こ
と
が
使
命
で
あ
り
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
所
存
で

す
の
で
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

県
下
一
万
会
員
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
二
十
六
年
の

新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
経
済
は
、
政
府

が
行
う
各
般
の
経
済
政
策
の
効
果

に
よ
り
、
先
行
き
に
明
る
い
兆
し

が
見
え
始
め
て
き
た
も
の
の
、
四

月
に
迫
っ
た
消
費
税
率
の
引
上

げ
、
原
材
料
価
格
の
高
騰
な
ど
、

中
小
・
小
規
模
企
業
が
抱
え
る
不

安
材
料
は
山
積
し
て
お
り
、特
に
、

地
方
の
企
業
に
と
っ
て
は
、
景
気

回
復
の
実
感
を
得
て
い
る
と
は
言

え
な
い
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、「
小
規
模
企

業
基
本
法
制
定
決
起
大
会
」
と
し

て
、
昨
年
十
一
月
に
開
催
し
た
第

五
十
三
回
商
工
会
全
国
大
会
で

は
、
厳
し
い
立
場
に
あ
る
小
規
模

企
業
へ
の
支
援
に
特
化
し
た
「
小

規
模
企
業
基
本
法
」
の
早
期
制
定

を
強
く
要
望
す
る
決
議
を
行
い
ま

し
た
。

　

小
規
模
企
業
基
本
法
の
制
定
に

向
け
て
は
、
商
工
会
員
の
皆
様
の

ご
協
力
の
も
と
、
百
万
人
署
名
運

動
を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
、
こ
の
皆
様
の
熱
い
思
い

を
、
基
本
法
の
早
期
制
定
や
更
な

る
支
援
施
策
の
充
実
へ
と
邁
進
し

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
、
景
気
回
復
の
動

き
を
確
か
に
し
、
日
本
経
済
が
真

に
復
活
を
遂
げ
る
に
は
、
ま
ず

も
っ
て
、
我
が
国
全
企
業
の
八
十

七
％
を
占
め
、
こ
れ
ま
で
地
域
に

密
着
し
、
地
域
の
経
済
・
社
会
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
て
き
た
小

規
模
企
業
が
元
気
に
な
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
の
中
核
的
存

在
で
あ
る
商
工
会
が
、
徹
底
し
た

巡
回
訪
問
を
通
じ
、
常
に
新
た
な

提
案
を
行
う
こ
と
で
、
小
規
模
企

業
に
活
力
を
も
た
ら
し
、
地
域
を

盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
今
ま

で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
と
共
に
歩
み
、
小
規
模
企
業

を
支
え
て
い
る
我
々
商
工
会
が
、

全
国
津
々
浦
々
の
地
域
に
再
び
輝

き
を
取
り
戻
す
「
原
動
力
」
と
な

る
よ
う
、
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご

活
躍
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
全
国
の
商
工
会
員

の
皆
様
並
び
関
係
各
位
に
と
り
ま

し
て
今
年
が
明
る
い
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

国
・
県
の
実
施
す
る
各
種
支
援
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

新
春
の
ご
挨
拶

全
国
商
工
会
連
合
会  

会 

長
　
石
澤
　
義
文

愛
媛
県
商
工
会
連
合
会 

会 

長
　
村
上
　
友
則



− 3 −

2014/01 No.276

　

去
る
十
月
十
七
日
（
木
）、
全

国
か
ら
約
二
千
四
百
名
の
女
性
部

員
が
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
に
集
い
、

「
第
十
五
回
商
工
会
女
性
部
全
国

大
会
ｉ
ｎ
え
ひ
め
」
を
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
愛
媛
県
下
の
女
性
部

員
四
百
名
に
よ
る
愛え

顔が
お

の
お
迎
え

や
、
多
数
の
物
産
出
展
に
よ
り
、

早
々
に
大
き
な
熱
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　

大
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
愛
媛

県
立
川
之
江
高
校
に
よ
る
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
皮
切
り
に
、
各

種
表
彰
や
事
業
報
告
が
行
わ
れ
た

後
、
中
村
時
広
県
知
事
他
多
数
の

ご
来
賓
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。

　

主
張
発
表
大
会
で
は
、
全
国
六

ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
よ
り
、
女
性
部

活
動
や
地
域
振
興
を
テ
ー
マ
に
発

表
が
行
わ
れ
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
の
富
山
県
・
上
市
町
商
工
会
女

性
部
の
平
井
潤
子
さ
ん
が
、
最
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
記
念

講
演
で
は
、「
愛え

顔が
お

の
チ
カ
ラ
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
、
四
国
中
央
市

豊
岡
台
病
院
の
枝
廣 

篤
昌
院
長

の
話
に
、
会
場
中
か
ら
笑
い
や
感

嘆
が
洩
れ
、
盛
会
裡
に
閉
会
し
ま

し
た
。

　

翌
日
十
八
日
（
金
）
の
エ
ク
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、久
万
高
原
町
、

砥
部
町
、
内
子
町
の
「
お
も
て
な

し
会
場
」
に
多
数
の
県
が
来
場
さ

れ
、
地
域
の
特
産
品
や
伝
統
工
芸

に
触
れ
て
頂
く
と
と
も
に
交
流
が

図
ら
れ
、
終
始
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
あ
る
「
伊
～
予
♡
お
い
で
よ

“
媛
の
国
”
～
愛
顔
あ
ふ
れ
る
愛

媛
の
出
愛
～
」
通
り
、
笑
顔
溢
れ

る
二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
十
一
月
二
十
一
日
、
東
京

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
、
第
五
十
三
回

商
工
会
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
約
三
千
人
、
本
県
か
ら

は
四
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
「
小
規
模
企
業
基
本

法
制
定
決
起
大
会
」
と
位
置
づ
け

ら
れ
、
参
加
者
は
「
小
規
模
企
業

基
本
法
早
期
制
定
」
と
書
か
れ
た

鉢
巻
を
着
用
し
て
臨
み
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
石
澤
全
国
連
会
長

の
挨
拶
に
続
き
、
安
倍
内
閣
総
理

大
臣
（
代
理　

世
耕
内
閣
官
房
副

長
官
）、
茂
木
経
済
産
業
大
臣
か

ら
の
祝
辞
、
ま
た
多
数
の
関
係
団

体
を
代
表
し
て
、
高
田
中
小
企
業

基
盤
整
備
機
構
理
事
長
か
ら
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
意
見
表
明
・
大
会
決

議
に
移
り
、
伊
東
大
会
副
会
長
か

ら
、
次
の
項
目
の
実
現
に
向
け
決

議
案
が
発
表
さ
れ
、
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

一�

、
小
規
模
企
業
基
本
法
の
早
期

制
定

一�

、
地
域
や
小
規
模
企
業
に
対
す

る
支
援
策
の
抜
本
的
拡
充

一�

、
中
小
・
小
規
模
企
業
の
た
め

の
税
制
・
社
会
保
障
施
策
の
実

施
一�

、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
・
原

発
事
故
・
電
力
の
安
定
供
給
等

に
対
す
る
万
全
の
対
策

一�
、
地
域
に
根
差
す
商
工
会
の
支

援
機
能
の
更
な
る
強
化

　

そ
の
後
、
経
営
改
善
普
及
事
業

に
係
る
功
労
者
等
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
本
県
か
ら
次
の
十
六
人
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

■
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

　【
役
員
功
労
者
】

　
　

大
西　
　

光
（
砥
部
町
）

　【
優
良
常
勤
職
員
】

　
　

田
窪　

政
博
（
し
ま
な
み
）

　
　

窪
田
美
江
子
（
砥
部
町
）

■
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

　【
役
員
功
労
者
】

　
　

浅
海　
　

毅
（
越　
　

智
）

　
　

越
智　

常
雄
（
越　
　

智
）

　
　

清
水　

京
三
（
北　
　

条
）

　
　

伊
賀
上
明
治
（
松
前
町
）

　
　

城
戸　
　

健
（
双
海
中
山
）

　
　

亀
岡　

寿
勝
（
長
浜
町
）

　
　

松
澤　

周
作
（
伊
方
町
）

　
　

岡
本　

國
和
（
鬼
北
町
）

　【
優
良
常
勤
職
員
】

　
　

中
郷　
　

浩
（
し
ま
な
み
）

　
　

吉
村　

昌
巳
（
松
前
町
）

　
　

佐
川　

千
鶴
（
松
前
町
）

　
　

山
村
喜
美
子
（
川　
　

上
）

　
　

渡
部　
　

宏
（
連
合
会
）

（
敬
称
略
）

※
職
員
の
所
属
商
工
会
は
、

平
成
二
十
四
年
度
末
時
点
。

青
年
部
・
女
性
部
に
加
入
し
て
、
資
質
向
上
と
人
脈
形
成
、
視
野
拡
大
と
地
域
振
興
を

第
53
回
商
工
会
全
国
大
会

第
15
回
商
工
会
女
性
部

全
国
大
会
in
え
ひ
め

『
伊
〜
予
♡
お
い
で
よ
　
媛
の
国  

〜
愛
顔
あ
ふ
れ
る
愛
媛
の
出
愛
〜
』

い

よ

ひ
め

え

が
お

で

あ
い

〞

〝
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商
工
会
の
提
供
す
る
事
業
を
活
用
し
て
、
地
域
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

個人住民税（県民税・市町村民税）を、
　　　従業員が直接納めていませんか？
個人住民税の特別徴収について
①��　事業主が所得税の源泉徴収と同様に、個人住民税の納税義務者

である従業員等（給与所得者）に代わって、毎月支払う給与から
個人住民税を天引きし、市町に納入する制度です。

　　※�地方税法第321条の４及び各市町の条例により定められています。

②�　事業主（給与支払者）は特別徴収義務者として、法人・個人を
問わず、原則すべての従業員について、個人住民税を特別徴収す
る必要があります。

　　※従業員には、パート、アルバイト、役員など含みます。

「ミラサポ」の目的
　中小企業・小規模事業者の環境変化により、経営課題・経営支援
ニーズは複雑専門化しています。こうした中、中小企業等の成長を
後押しするため、起業・成長・事業承継等のビジネス段階毎の経営
課題・相談ニーズに応じて、きめ細かく対応できる支援体制の再構
築が必要となっています。
　このため、経営等に関する情報交換や相談ができるＩＴクラウド
を活用したシステムを構築・運営するとともに、高度な支援を行う
ことを目的としています。

「ミラサポ」の主な機能
　■施策情報提供 
　　国や公的機関の施策情報をわかりやすく提供します。 
　■コミュニティ機能 
　　�中小企業・小規模事業者等のユーザーが先輩経営者や専門家と

情報交換ができる場（コミュニティ）を提供します。
　　�ユーザーが自らの課題に応じて、新たなコミュニティのグルー

プを作ることもできます。 
　■専門家相談 
　　�分野ごとの専門家データベースが整備されており、ユーザーが

自らの課題に応じた専門家を選択し、オンライン上で派遣を依
頼することができます。

個人住民税の特別徴収は、
　　法令に定められた事業主の義務です。

愛媛県と県内すべての市町からお知らせです
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　11 月 17 日（日）県下４商工会
において実施し、38 名が合格（受
験者数 70 名）しました。
◦１級合格　末盛　和輝（西予市）

第171回珠算検定結果

小
さ
な
掛
金
、
大
き
な
保
障
。
商
工
貯
蓄
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　すべての事業主は、法定雇用率以上の割合で障害者を雇用する義
務があります。
　この法定雇用率は平成25年４月１日から変わっていますので事業
主の皆さまは、ご注意ください。

従　来 平成25年４月１日以降
民間企業� 1.8％ 2.0％
��国、地方公共団体 � 2.1％ 2.3％
��都道府県等の教育委員会 � 2.2％ � 2.2％

　従業員50名以上56名未満の事業主は、特に注意が必要です。
　詳細は、お近くのハローワーク・商工会にお尋ねください。

障害者の法定雇用率が引き上げになりました。

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

平
成
二
十
五
年
四
月
分
か
ら
平

成
二
十
六
年
三
月
分
ま
で
の
国
民

年
金
保
険
料
は
、
月
額
一
五
、
〇

四
〇
円
で
す
。
保
険
料
は
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書

に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・

コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
を
利
用
し
て
の
納
付
や
口
座

振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
状
態

で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ

た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料

免
除
制
度
」
や
「
若
年
者
（
三
十

歳
未
満
）
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ

り
ま
す
の
で
、
年
金
事
務
所
又
は

市
・
町
役
場
の
国
民
年
金
窓
口
で

相
談
・
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　

老
齢
基
礎
年
金
（
六
十
五
歳
か

ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）
は
、
二
十

歳
か
ら
六
十
歳
に
な
る
ま
で
の
四

十
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ

ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済

期
間
が
四
十
年
間
に
満
た
な
い
場

合
は
、
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に

な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
任

意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
よ
り
、
満
額
に
近
づ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
保
険

料
の
納
付
済
期
間
や
保
険
料
の
免

除
期
間
等
が
原
則
と
し
て
二
十
五

年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ

の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合

は
、
七
十
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
た
だ

し
、
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。）

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国

籍
を
持
つ
方
も
、
国
民
年
金
に
任

意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
か
ら
の
お
知
ら
せ

愛媛県最低賃金は

 １時間666円です。
□最低賃金についてのお問い合わせ先

愛媛労働局賃金室（電話 089-935-5205）

地域力活用市場獲得等支援事業地域振興等機関主催展示販売・商談会事業

郷土の「宝」さがし in 愛媛2014
日　時：平成26年１月22日水曜日 10：30～16：30
場　所：東京第一ホテル松山コスモホール　　主　催：愛媛県商工会連合会
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商
工
会
の
会
計
シ
ス
テ
ム
「
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
」
で
経
営
の
合
理
化
を

　
「
特
需
」「
投
資
・
消
費
」「
神
武
」

「
岩
戸
」「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」「
い

ざ
な
ぎ
」「
列
島
改
造
」「
安
定
成

長
」「
公
共
投
資
」「
ハ
イ
テ
ク
」「
バ

ブ
ル
」「
カ
ン
フ
ル
」「
Ｉ
Ｔ
」「
い

ざ
な
み
」、
何
の
名
称
か
分
か
り

ま
す
か
？

　

正
解
は
、
戦
後
（
昭
和
二
十
六

年
以
降
）
内
閣
府
で
使
わ
れ
た
景

気
の
名
称
で
す
。そ
う
言
え
ば「
バ

ブ
ル
景
気
」
っ
て
あ
っ
た
な
ぁ
と

懐
か
し
く
思
い
出
す
の
は
、
現
在

四
十
か
ら
五
十
歳
台
の
方
で
し
ょ

う
か
。
田
中
角
栄
首
相
の
日
本
列

島
改
造
論
で
沸
い
た
高
度
成
長
期

に
働
き
盛
り
だ
っ
た
六
十
か
ら
七

十
歳
台
の
方
、
右
肩
上
が
り
の
成

長
が
永
遠
に
続
く
と
、
疑
い
も
な

く
信
じ
て
ま
し
た
よ
ね
。
昭
和
三

十
九
年
に
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
高
揚
し
た
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
景
気
」
を
実
感
さ
れ
た
方

は
、
も
う
商
売
の
現
役
を
引
か
れ

て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
ぞ
れ
の
年
代
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

好
景
気
を
体
感
さ
れ
て
き
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

反
対
に
不
況
の
名
称
と
い
え

ば
、
古
い
順
に
「
朝
鮮
戦
争
の
反

動
」「
昭
和
二
十
九
年
不
況
」「
な

べ
底
不
況
」「
転
換
型
不
況
」「
証

券
不
況
」「
ニ
ク
ソ
ン
不
況
」「
第

一
次
石
油
危
機
」「
円
高
不
況
」「
第

二
次
石
油
危
機
」「
円
高
不
況
」「
バ

ブ
ル
崩
壊
」「
列
島
総
不
況
」「
デ

フ
レ
不
況
」「
世
界
同
時
不
況
」

だ
そ
う
で
す
。
景
気
と
違
っ
て
、

あ
ま
り
思
い
出
し
た
く
あ
り
ま
せ

ん
ね
。
よ
く
見
る
と
、
石
油
危
機

と
円
高
は
二
回
登
場
し
て
い
ま

す
。「
デ
フ
レ
」「
世
界
同
時
」
な

ど
の
再
登
場
だ
け
は
、
ご
勘
弁
願

い
た
い
も
の
で
す
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
で
、
長
ら

く
続
い
た
デ
フ
レ
か
ら
脱
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
六
年
新
年

を
迎
え
、
右
肩
上
が
り
の
景
気
上

昇
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。
初

詣
に
は
、
六
年
後
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
五
十
年
振
り

の
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
景
気
」
再
来

を
祈
念
し
、
新
年
会
で
は
景
気
の

気
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

嘱託専門指導員

宮岡　　稔

平成26年１月から記帳・帳簿等の保存が必要になります！

　事業所等を有する白色申告の方に対する現行の
記帳・帳簿等の保存制度が、平成26年１月から対
象となる方が拡大されます。
※�現行の記帳・帳簿等の保存制度の対象者は、白色申告の方のう
ち前々年あるいは前年分の事業所得が300万円を超える方です。

◎対象となる方
　�　事業所得、不動産所得又は山林所得を生ずべき業
務を行う方。
　　※所得税の申告が必要ない方も、保存制度の対象です。

◎記帳する内容
　�　売上などの収入金額、仕入や経費に関する事項に
ついて、取引年月日、売上先・仕入先その他相手方
の名称、金額等日々の取引を帳簿に記載します。

◎帳簿等の保存
　�　収入金額や必要経費を記載した帳簿の他、取引に
伴って作成した帳簿や請求書、領収書などの書類を
保存する必要があります。

便利な会計ソフト「ネットde記帳」を活用しましょう。詳しくは、お近くの商工会へ
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備
え
て
安
心
、
商
工
貯
蓄
共
済
医
療
特
約
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

宮
栄
商
事
有
限
会
社

宮

瀬
　

陽

向

く
ん

喜
多
郡
内
子
町

　　
（
内
子
町
立
内
子
小
学
校
六
年
生
）

 

「
お
父
さ
ん
と
ぼ
く
」

　

ぼ
く
は
、
将
来
お
父
さ
ん
の
あ

と
を
つ
い
で
お
か
し
屋
さ
ん
に
な

り
た
い
で
す
。

　

ぼ
く
も
た
ま
に
は
、
お
店
番
な

ど
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
が
、

短
い
時
間
で
も
つ
か
れ
た
り
し

て
、
大
変
で
す
。

　

お
父
さ
ん
は
、
朝
早
く
か
ら
夜

お
そ
く
ま
で
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
お
せ
ん
べ
い
を
焼
い
て
い
る

日
は
、
す
ご
く
つ
か
れ
て
帰
っ
て

き
ま
す
。

　

出
張
し
て
い
る
時
は
、
家
に
三

日
ぐ
ら
い
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

で
も
い
っ
し
ょ
に
お
か
し
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
考
え
て
い
る
と
き

は
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

お
父
さ
ん
は
、
す
ご
く
大
変
そ

う
だ
け
ど
、
ぼ
く
は
将
来
お
父
さ

ん
の
作
っ
た
お
か
し
よ
り
も
お
い

し
い
お
か
し
を
作
っ
て
、
来
て
く

れ
た
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
、
い
ま
は
、
お
父
さ
ん

の
仕
事
を
す
る
姿
を
見
て
将
来
お

父
さ
ん
の
仕
事
を
つ
げ
る
よ
う

に
、が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

玉子落花せん
160g 399円
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認
定
支
援
機
関
の
商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う本年も、商工会をよろしくお願い申し上げます。

  

商
工
会
名
　
　
　 

会
　
長

土
居
町
　 

好
井
幸
三
郎

周
　
　
桑
　 

関
野
　
邦
夫

越
　
　
智
　 

寺
井
　
政
博

し
ま
な
み
　 

村
上
　
友
則

上
島
町
　 

倉
本
　
睦
男

北
　
　
条
　 
篠
原
　
成
行

中
　
　
島
　 
石
橋
　
　
博

東
温
市
　 

越
智
　
俊
充

久
万
高
原
町
　 

沼
田
　
洋
一

松
前
町
　 

三
好
　
　
茂

砥
部
町
　 

大
西
　
　
光

双
海
中
山
　 

久
保
　
芳
文

  

商
工
会
名
　
　
　 

会
　
長

長
浜
町
　 

戎
　
　
範
久

川
　
　
上
　 

上
岡
　
　
茂

内
子
町
　 

酒
口
　
　
強

保
内
町
　 

若
松
　
　
勲

伊
方
町
　 

廣
瀨
　
秀
晴

西
予
市
　 

梅
原
　
隆
志

吉
田
三
間
　 

薬
師
寺
浩
幸

津
島
町
　 
西
﨑
　
　
徹

鬼
北
町
　 

岡
本
　
國
和

松
野
町
　 

加
藤
　
勝
恵

愛
南
町
　 

平
田
　
　
稔

県
青
連
　 

束
村
　
温
輝

県
女
性
連
　 

西
岡
千
代
子


